
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015-2016 年度国際ロータリー第 2730 地区鹿児島市内分区インターシティミーティング 

ロータリーの地域密着型社会奉仕「HTLV-1 感染症の現状について」 日時 ：  11 月 15 日 14：00～16：30 

                                場所 ： よかセンター 多目的ホール 

 

 

 

 

 

菅付加代子様 

 

 

 

 

 

  有馬直道様 

●出席委員会報告出席率向上にご協力を！       

出席報告 第２７７７例会 第 2775回(10/28)訂正 

会員数 ３８（34）人 ３８（34）人 

出席数 ２４（22）人 ２５（23）人 

出席率 ６６．６７％ ６９．４４％ 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

11/19(木) 

会員卓話・ガバナー補佐訪問 サンデイズイン鹿児島 東南 
11/24(火) 

★22日台北ｸﾞﾗﾝﾄﾞＲＣ懇親会 サンロイヤル 

北 クラブフォーラム ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 ★25日夜間例会 東急 REI ホテル 

サ ザン クラブフォーラム 東急 REI ホテル 西 
11/25(水) 

外部卓話地区委員長小園弘巳様 山 形 屋 

鹿 児 島 11/20(金) 青少年功績賞贈呈式 山 形 屋 西南 クラブ協議会 ゆ う づ き 

中 央 11/23(月) 祝日休会 山 形 屋     

 

●今後の予定 

11/25(水) 
クラブフォーラム・ガバナー補佐訪問 

（CLP について②長期計画） 

12/2(水) 年次総会 

12/9(水) 会員卓話 萩原隆志会員 

 

 

会員卓話 クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」の魅力と九州ブランドの発信           日高淳一会員 

 クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」。何故この列車を JR 九州は造ったのか？何故運行して 

早 2 年になりますが相変わらず応募者が殺到しているのか？私自身が過去に製作や運行に携わった 

ことから皆さんに知って頂き、また鹿児島にとってのメリットを紹介させて頂きます。 

 九州を一周する豪華列車を走らせることは九州の発展につながる。かれこれ 5 年前から計画、 

そして製作が始まりました。ななつ星に乗車できるお客様は一度で最大 30 名。「あのななつ星が 

走っている九州に行ってみたい」と世界中のお客様から思っていただくのが狙いです。コンセプトは「新たな人生にめ

ぐり逢う、旅」です。おかげさまで、これまで約 5,000 名のお客様にご乗車いただき、海外からも 21 ヶ国・地域から

560 名のお客様にご乗車いただきました。さらには高額にもかかわらずリピーター率も 27％もあります。 

 何故ここまで人気になったのか？もちろん世界一と言われる列車を、全国の「匠」の皆様にご協力いただき完成しま

したが、それだけではありません。ご乗車いただいたお客様からのご意見は、「九州各地の地元の人々の温かさを感じ

た」「おもてなしがすばらしかった」「スタッフが本当によくやってくれた」「食事や宿泊が良かった」など、列車・ス

タッフ・地域のおもてなしが一体となってここまで人気になったと思っています。滞在先の中心が、ここ鹿児島県です。

これからも地元の方々と協力し合い、九州をそして鹿児島をお客様に堪能頂き、お越しいただく輪を広げていきます。 

 ぜひご興味のある方は、一度申し込まれてみてはいかがでしょうか！（なかなか一度では当たりませんが・・・） 

 

 

 

 

 

講 演 

菅付加代子様 

（特定非営利法人スマイルリボン代表） 

 「鹿児島から全国へ、 

スマイルリボンが望む今後の対策」 

 

有馬直道様（鹿児島大学名誉教授） 

 「鹿児島に多い白血病のお話：現状と展望」 


